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 けんかをこうたはちゃんとやめられた。先に「ごめんね」を言えた。こうたはそ

うゆうところがえらい。年上みたいにみえた。 

 けんかはしないほうがいい。けんかをすると、じぶんもいやな気もちだけど、あ

い手もいやな気もちになる。あいてが、わるいと思ったら、あやまるのはむずかし

い。「けんかの気もち」はなかなかおいはらえない。「けんかの気もち」がおわった

ら、どうやってなかなおりをするかが大じだ。 

この本のしゅ人公はたい。一ばんの友だちはこうた。なのに二人は大げんかをし

た。こうたは、すぐあやまったけど、たいは、「けんかの気もち」がなかなかおわら

なかった。だけど、ちゃんとなかなおりが出きたおはなしです。 

 さいごに、たいが「でもこんどは、きっとぼくがかつ」と言っていた。ぼくもそ

う思う。 

 この本を読む前は、けんかをすると前よりもっとなかよくなれるなんて、本とう

かなと思ったけど、前よりもっともっとなかよくなれるんだなと思った。 

 ぼくは、こうたみたいにこれからは、ちゃんと「ごめんね」を言えるようになり

たい。 

 


